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小倉  雅
日本リハビリテーション病院・施設協会  理事

社会医療法人恒心会 恒心会おぐら病院  理事長

「想定外」を「想定内」に。
日頃の心構え

　2024年１月１日午後４時10分ごろ発生した能登
半島地震から早いもので１年余が経過しました。
また同年９月には豪雨災害が追い打ちをかけまし
た。2025年１月28日時点でお亡くなりになった方
は508名そのうち災害関連死が280名、行方不明の
方が２名、水害による死者が16名と報告されてい
ます。
　お亡くなりになった方々へ心からのお悔やみと
被災され今も避難所生活等の苦難を抱えていらっ
しゃる方々へお見舞い申し上げます。
　石川県では石川JRATを中心に災害リハビリ
テーション活動を全国のJRATの方々と必死に活
動されたものと思います。鹿児島県からも微力な
がら、R-スタッフ L-スタッフを含め11名が今回
の活動にお手伝いさせていただきました。これま
でも熊本、岡山、佐賀での災害時にもお手伝いし
てきましたが、災害から多くのことも学ばせてい
ただいたように思います。
　災害リハビリテーションの普及、スタッフ研修、
ネットワークの構築など課題は山積しています。
言葉にすれば簡単なことのようですが、地域
JRAT活動は基本的にボランティア精神に基づく
ものであれば、活動の進展は遅々として進まない
ジレンマも抱えています。
　鹿児島県は過去多くの災害を経験してきまし

た。台風による暴風災害、大雨による豪雨災害、
加えて桜島噴火そして南海トラフ大地震による津
波災害が喫緊の災害対策を要するものと考えてい
ます。鹿児島県は薩摩半島と大隅半島の2つの半
島で構成される地域です。能登半島地震でも露呈
したように、大規模災害による交通インフラの麻
痺は自分事として認識し、被災地域でカバーでき
るように準備だけは必要かと思います。
　幸いに鹿児島県は「地域リハビリテーション体
制整備」が平成11年３月から始まり、現在は9圏
域16医療機関が「地域リハビリテーション広域支
援センター」の指定を受けて活動しています。
　令和３年から３年間は鹿児島県が主導して鹿
児島県災害リハビリテーション研修会が開催さ
れ、市町と地域リハビリテーション広域支援セン
ター、鹿児島JRATで災害時のリハビリテーショ
ンについて意識を共有したところです。
　「喉元すぎれば…」「想定外の出来事…」と、
とかく日本人は押し迫った危機に対して、及び腰
になる傾向があるように思います。
　地域力を高め、自分事として考え、安心で安全
な地域づくりの一環としてのJRAT活動そして地
域リハビリテーション活動を推進し、この地に生
まれ、平穏に暮らせる幸せを追求していこうと
思っております。
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※このページ以降の誌面をご覧いただく場合は、
当協会への入会が必要です。 

ご入会のお手続きは下記へ 
↓ 

【入会について】 
http://rehakyo.jp/about-join




